
かねやま絆の森だより 2017.05 【やまがた絆の森】
企業が森林所有者や山形県、地域とチカラを合
わせて森づくり。私たち「かねやま絆の森」は
協定8年目を迎えました。今年の活動日が決ま
りましたのでご紹介いたします。

新しい企業の皆様、
どうぞ私たちに声をか
けてください！
そしてかねやま絆の森
にもおいでください！

絆の森
あどばリス
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【荘内銀行 さま】金山町
5月27日（土）「荘銀金山絆の森」

参加者は全員、枝打ちをすることになりましたが進行
がスムーズでまったく混乱はありませんでした。作業
中は、足元のあちこちに生えている立派なワラビに手
を伸ばしたいところですが、まずは集中して杉の枝打
ち。森林所有者のご厚意で作業が終わってから各自収
穫し、家へのお土産にいただきました。

荘内銀行さまでは、前日から降雨で開催が危ぶまれたそうですが、
オープニングと同時に神がかり的に雨が止み、その後は終始、快晴
に恵まれました。総勢92名で2班にわかれて活動しました。

当初予定されていた下刈り会場は、斜面の急なところがあったり、下
に沢が流れていたりと、安全確保が特に厳しい環境にあるそうです。
当日、森林所有者の判断で斜面の下刈りは中止し、安全に活動できる
場所での枝打ちに変更となりました。

【お隣の森づくり】
山形県の「やまがた絆の森」は2017年4月現在、
38の企業・組織が締結し県内各地の森で精力的に活動しております。
春になり各社でシーズンインを迎えました。今年も、協定企業様と横
のつながりを大事に、交流の様子を「お隣の森づくり」としてご紹介
させていただきます。

【日本たばこ産業 さま】鶴岡市
5月20日（土）「ＪＴ鶴岡の森」

実際に下刈り中、松食い虫によるマツ枯れの立木に遭遇しました。
特に被害がひどい所は防砂林の一部がごっそり消失し、奥にあった
畑に塩害が発生し農作物に甚大な影響が出ているそうです。
（今、あらたに植えたとしても再生までに50～60年かかるそうです）

でしたが、班ごとに森林組合の方がリーダーとなり引率し、きめ細か
くサポートをされていました。作業の途中ではマツ枯れの地域の現状
について説明を入れてくださり、大変参考になりました。

JT鶴岡の森さまでは、庄内地域の防砂林として300年の歴史
があるクロマツ林の保全活動を2009年より続けられており
ます。現在、庄内の防砂林は老齢林化や、森林病害虫や外来
植物の侵入で荒廃が進んでおります。

活動に参加して感じたことは、鶴岡市
や地元の森林組合といった地元の方々
が、心から日本たばこ産業さまが地域
に来てくれることに感謝しており、惜
しみない協力体制であったことです。
締結先との良好な信頼関係が感じられ
ました。約170名という大規模な活動

移動のバスの中では、ＪＴさま作成の
環境教育ビデオが上映され、効率よく
事前学習をすることができました。

森づくり支援センター
さんによる「森のホー
ムステイ」にチャレン
ジ。コナラの苗を選ん
で竹のポットに植え、
自分の家にホームステ
イ（2年間）したのち、
最上の森に還します。

印象に残ったことは、たくさんの若い行員の方の姿です。最初は
おっかなびっくり森の中へと入り、黙々と作業されていましたが
作業が進むと森の中が明るくなり、視野が広がって
景色が変わってきます。すると徐々に談笑する
声が聞こえはじめ、整えた杉をバックに仲間同士
記念撮影をしてみたりと森に親しみ、楽しんで
いる様子が見られました。

荘内銀行 ×
森のホームステイ 荘内銀行 ×

手づくりスープカレー

ＪＴの森 ×あつみ杉
リトルチェア製作

ＪＴの森 ×だだちゃ豆
ご飯＆孟宗汁

だから森は楽しい、
だから森はやめられない

ＪＴさま、荘内銀行さまの森で、たくさんの恵みをいただきました。お世話になりありがとうございました！
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